H. Kawakami's "Economics of Poverty" and Fiscal Problems by 池上, 惇
Title財政問題よりみた河上肇「貧乏物語」 (河上 肇生誕100年記念号)
Author(s)池上, 惇




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
経 線 騎 最




河上 IJFlの ｢国家論｣小考 住
漢詩人河上 準の旧蔵毒
















『改版社会問題管見Lu序文 - ･-･･山 J/_
財政問題よりみた河上 咋 ｢貧乏物語｣I, ･池 上














京都大学時代の河上 染 細 川 元 堆 141
経済論叢 第123巻 ･第124巻 総 目録
昭和 54年 11･12月





河上肇の ｢貧乏物語｣は,彼の手になる数多 くの著作のうちでも, とりわけ,
特色のある作lRnとして喜敬老の注目をあつめてきたOそれがとくかこ注目されてき
たゆえんは,大別して二つあると考えられるO第-の特色は,この著作が,荏


















財政問題よりみた河上 車 ｢貧乏物語｣ (327)105
発展 と貧困化に及ぶ貧困化研究にはいまだ至 っていないことは,当然の限界 と
して考える- き点であろう2'O
｢貧乏物語｣の第_二U)特色は,この著作が河上肇の思想発展史における位置
づげにかかわ るものであって,いわゆる ｢人道主義｣ ｢道義論｣か ら,科学的
経済研究-の過渡期を形成 しているところか ら生 じるOそ こでは.一方で,餐
乏や,貧困化の諾原田に対する科学的認識の深化がみ られ,現在の社会では,
生産が有産富裕の人々のためにおこなわれ,国民今般のためには何 ら.おこな
われてお らない とTろに貧乏が生 じる, とい う科学的 な貧困認識がみ られる｡
それ と同時に,他方では,貧困の解決策 として,金持 ちがその曹惨をやめるよ
う勧告す るかのご とき論 旨が見出され,貧乏の道義主義的解決に重点がおかれ
るかにうかがわれ,大内兵衛に よっては ｢マルサス主義｣ なる位置づけさえ,
おこなわれて きた｡後年,河上は,第二貧乏物語に筆をすすめ, 自らの歩みを,
1)社会主義評論 (1905年,明治38年),2)貧乏物語 (1916年,大正 5年),3)第
二貧乏物語 (1929年,昭和 4年),の三段階に整理 した｡ 第-の ものは,1905
年の革命,第二の ものは,1917年の革命 とい う二つの革命の前夜に書かれてい
るが,河上 自身は, ｢これ まで私が斯様 な読物を署か うと思ひ立った ときには,
さきも一言 したように,いつで もそれ以前に戦争が爆発 してゐた｡そ してそれ














必要がある｡｣今井芳子 ｢経済学著からみた保健医療問題 (下)- 河上肇の場合- ｣医療経
済研究会会報,No17.1979,p37なお同論文 (上)は,No.15,1979,に収められている｡
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いて主張 したものは, 単なる個々人の道徳的革命にすぎなかったO｣ と述-,























財政問題よりみた河上 塗｢貧乏物語｣ (329) 107
な天皇大権の存在する明治憲法下の日本の現実,日本の貧困に関心がむ くにつ
れて,次第にその視野か ら遠去か り,貧困と財政の問題 も同様の運命をたどる
ことになるO当時の日本資本主義の実情か らいえば,天皇制国家のもとで民主
主義的権利は極端に制限され,イギ リスの都市社会主義者たちが主張 したよう




おける河上は,イギ リスに注 ElLたこともあって ｢貧乏 とのたたかい｣を強調




小論は,第二貧乏物語では後景に退いた ｢『貧乏物語』 の財政問題｣ を再生
し,これを道義主義の土台の上にではなく,科学的経済学の基礎上に位置つけ
られ うるような茄芽が河上の思想発展のなかで,どのように して形成 されてい
たのかを問いかける一つの試論であるO
河上は貧乏物語執筆後,大正7年の著書 ｢社会問題管見｣ (弘文堂)では,
｢貧乏物語｣の大半を収録しつつ,しか も冒頭には ｢マルクスの 『資本論』｣
なる論稿を登場せ しめ,松力三郎によれば,大正8年当時の京大経済学部での
































ふれていない｡ しか し, ともかくも,人間の発達可能性 と,それに対する障害
の拡大を貧乏ととらえたのは,河上の理論の基本的な特徴であった｡彼は,こ





































































































騒然たる物論を惹起 し,遂にはローズベ リー卿をして,『宗教も,財産権 も,
















17) 同上,41-42ペ ジー .
1畠) 同上.43べ-こク ｡




























































































































































すすめ,それ らによって,個人の精神の改造, とくに,金 もうけや曹惨か ら,
人間そのものの発達を目的とする人間への改造を促進するものとなりうるであ
ろう｡モラ1)ズムの背後にか くされているこのような展望は,独占段階におけ
る資本主義財政の特徴 と方向を,当時の文献 としてはきわめて先駆的に把握 し
た ものであ り, このような視点か らの財政 と貧乏とのかかわ りに関する研究の















財政問題よりみた河上 輩｢貧乏物語｣ (341) 119
かる方向へ眼をむけさせた原動力が,人間の保健,医療.健康とかかわらせて
経済を洞察 し.人間をたえず,精神と肉体の統一物 とみてやまなかった復のひ
たむきな情熱であったこともまた,いうまでもないo櫛田声蔵をはじめ,河上
に対する多 くの批判は,彼の理論の空想性,小ブルジョ7性をしばしは痛烈に
批判し,河上も多くo)場合,その批判をうけいれてきたOだが,批判をうけい
れつつ河上の思想が成長 してくる過程では,批判をうけ入れる容器 をのものが
人きくなければならない｡河上は財政問題に対する彼の関心をみてもわかる上
うに,人間を生.命体として.全面的につかみ,その調和のとれた発達にこそも
っともつよい関心をもっていたo この点こそ,すべての批判を科学にまで高め
てゆく強紐な力の源泉であったのではなかろうか? ここに,批判の正当性に
もかかわらず,河上が.批判者をのりこえて,成長 しえた根拠があるようにも
思われるのである｡
